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１．はじめに
近年、聴覚障害学生の入学の増加に伴い、その支援
体制の充実が求められている。そして日本高等教育聴
覚障害学生支援ネットワークや日本学生支援機構の啓
発活動による後押しもあり、全国の大学における支援
体制の底上げが図られている。しかしその一方で、支
援体制の質には大学間で大きな開きがあることも否め
ない。必要十分な支援を提供できるシステムが整って
いる大学もあれば、支援を必要としている障害学生が
おり、支援の手をさしのべたいと思っている大学関係
者もいながら、どのようにして支援体制を構築すれば
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よいのかわからないまま逡巡している大学もある。
そうした大学間の格差を解消し、支援の手段や人材
を自前で持たない大学に、遠隔地から情報保障支援を
行うための試みとして、遠隔通信技術による情報保障
に関する研究・実践に注目が寄せられている。そして
すでに東京大学や筑波技術大学、あるいは群馬大学な
ど、各方面で実施されてきている（黒木・井野・中野・
堀・伊福部、2006；三好・河野・西岡・加藤・村上・
内藤・皆川・白澤・石原・小林、2004；中野・黒木・
井野・金澤・菊池・伊福部、2004など）。また、そうし
た実践をする立場にあっては、「遠隔型情報保障支援を
うちの大学でも実施してもらえないか」といった問い
合わせを他大学から受けることは少なくない。
このように遠隔通信技術への注目・期待が高まって
いる事実がある一方で、ではそれを通常の障害学生支
援の業務に組み入れる形での実運用化ができているか
どうかとなると、ほとんど進展していないのが偽らざ
る現状である。そこで本稿では、遠隔通信技術を活用
した聴覚障害学生支援の普及の阻害要因について検討
するとともに、iPhoneを利用した遠隔地支援の運用可
能性について検討することを目的とする。
２．遠隔通信技術の運用をめぐる現状認識
遠隔地支援による情報保障を求め、その可能性を検
討する大学は少なくない。しかしながらそれは漠然と
したイメージの中での「検討」に留まっている場合が
多く、実際に直面するであろう２つのことを提示する
と、とたんに二の足を踏んでしまう。
その事実とは、第１に、遠隔地支援による情報保障
は、非遠隔型と同等以上のコストが必要であるという
こと、そして第２に、使用にあたっては事前の準備や
メンテナンス等の労力が必要になるということであ
る。
まず第１に、情報保障を実施するには、それが近く
であろうが遠くであろうが、教員の発する音声を文字
や手話に変換する者（PCテイカーや手話通訳者）が必
要である。すなわち、教室のまさにその場に情報保障
者がいなくても、遠隔地には存在し、入力作業や通訳
作業を行っていればこそ、それが通信手段を経由して
映像として送り届けられるのである。当然のことなが
ら、その情報保障者に対する人件費は発生するという
ことである。ところがまずはこのこと自体、支援を依
頼する側には明確にイメージができていないケースに
しばしば遭遇する。どこか遠くから、それもタダで情
報を運んでくれるサービスがあるかのようなイメージ
であろうか。しかしながら、コストはそれだけでは済
まない。情報を配信する側のシステムはすでに整って
いると仮定しても、サービスを利用する側（教室内）
にも、システム構築に必要な機材があり、そのための
物品購入費がかかる。加えて、遠隔地にいる情報保障
者とは別に、教室内で機材のセッティングをするため
のスタッフも必要であり、そのための人件費も必要と
なる（例えばそれを常勤で雇用されている事務職員な
どが担当することも一案ではあるが、それはそれで見
えにくいながらもやはり人件費がかかっていることに
変わりはない）。
第２にあげた、使用にあたっての準備であるが、恒
常的に利用するためには、短時間でセッティングと撤
収作業ができなければならず、そのための準備なりメ
ンテナンスが必要になる。短時間とはすなわち、授業
の合間の休み時間（10分程度）を意味する。そのため
には、例えばいつでも素早く運用ができるよう、パソ
コン等や周辺機器の接続が済んでおり、あとは起動す
るだけですませられるような一式が整っているとか、
必要に応じてソフトのアップデートをしたりするなど
の機材のメンテナンスを適時に行えるなどの環境整備
が不可欠である。
すなわち、遠隔地支援は、実はそれを利用する側に
もそれなりの負担が発生するということである。しか
るに、遠隔型支援を望む大学ではそもそも予算が用意
されていないことが多い。予算がないからこそ、藁に
もすがる思いで相談が持ちかけられることで、遠隔地
支援の「ニーズ」があがっているのが現状である。し
かしながらそれは実のところ遠隔地支援のニーズなの
ではなく、何でもいいからとにかく支援が必要という
ニーズなのであり、誤解にもとづく「ニーズ」に過ぎ
ない。
ではその一方で、支援のための予算が確保されてい
る大学であれば遠隔地支援のニーズが発生するかとい
えば、ほとんどの場合において非遠隔型で事足りてし
まう。あるいは仮に遠隔地支援を実施すればより質の
高い支援が実現できる何かがあったとしても、支援を
する予算が「確保されている」とは言っても、決して
238 金澤貴之・三好茂樹・中野聡子・味澤俊介・森田貴之
「余っている」わけではない。そのためコスト高になっ
てまで遠隔地支援を実施することはなく、非遠隔型で
できる範囲での情報保障を実施しているのが現状であ
る。その結果として、いずれにしても、遠隔技術によ
る聴覚障害学生支援は何らかの外部資金を投入して行
われる研究的な（単発的な）実践に留まってしまい、
普及しない状況に留まっている。
３．群馬大学における遠隔地情報保障の取り組み
（2008年度）
3．1． キャンパス間連係入力による遠隔型字幕配信
そのような折、群馬大学では、2008年度に、通常の
情報保障業務の一環に位置づける形で遠隔通信技術を
活用した情報保障を実現させた。これが、荒牧-桐生の
キャンパス間連係入力による情報保障である（金澤・
味澤・海野・上田、2008）。これは、工学部に在学して
いる学生のための情報保障者の不足の軽減のために、
工学部のある桐生キャンパスから約35㎞離れた荒牧
キャンパスの人材を遠隔地から活用しようという試み
である。具体的には、通常の非遠隔型の情報保障場面
の場合、２名の連係入力者が隣接して入力作業を行い、
その結果を同じ教室にいる聴覚障害学生用の表示用パ
ソコンに出力するのに対し、２名の連係入力者のうち
の１名が遠隔地から入力作業を行うというものであ
る。桐生キャンパスで必要な情報保障の全てを遠隔地
である荒牧キャンパスに「委ねる」ということではな
く、２名必要な人員のうちの１名分の「助っ人」を、
PCテイカー登録者の多い荒牧キャンパスで用意する
という発想である。
キャンパス間でのネットワークを介した情報保障を
実施する以前から、荒牧キャンパスでは IPtalk（栗田
茂明氏の開発による要約筆記用ソフト、http://iptalk.
hp.infoseek.co.jp/）により、ネットワークを介した連
係入力による情報保障を教室内で日常的に実施してい
た。それゆえに、工学部における支援者不足の問題の
解決として遠隔地で連係入力を行うことについては、
大きく異なる方法を導入したというよりは、日々の活
動の延長線上の実践に位置付くものであった。IPtalk
はそもそも複数のPCをネットワーク接続させて使用
することを前提として作られたものである。キャンパ
ス間での遠隔連係入力においても、大きな発想の転換
を必要とするものではなく、「いかにして、遠距離によ
る障壁に妨げられることなく、IPtalkによる連係入力
を実施するか」という発想でシステムを構築した。す
なわち、１）ファイアウォールによって妨げられるこ
となく、安定した IPtalkの接続を確保すること、２）
教室から離れた場所にいる入力者に、極力シンプルな
構成で、可能な限り良質の教室内の情報を伝えること、
の２点が課題となった。システム構成の概念図は図１
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図１ 群馬大学におけるキャンパス間遠隔連係入力の概念図
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の通りである。
3．2． キャンパス間連係入力はなぜ実現したのか
２で述べたように、遠隔地支援による情報保障には
一定の困難さがあり、なかなか通常業務の範囲内での
運用（人材面でも予算面でも）に至らない現状がある。
その中にあって、なぜ群馬大学では通常業務での実運
用化が実現し得たのであろうか。以下にその理由を述
べる。
3．2．1． 導入する必然的理由の存在
遠隔連係入力の場合、音声の質が聞き取りにくい、
映像は教室内の一部であり、全体状況が十分にわかる
ものではない、セッティングに時間がかかる、ネット
ワークが不安定になる可能性がある、といった質の低
下を招くマイナス要因が存在するため、本来ならば同
じ教室内にいるテイカー同士で連係入力を行う方が望
ましい。このようなデメリットを認識した上でなお遠
隔地支援を導入したのは、１）情報保障が必要な学生
がいるにもかかわらずPCテイカーが用意できないと
いうニーズと支援のアンバランスや、２）荒牧キャン
パスにはPCテイカーが確保されているが、桐生キャ
ンパスは不足しているというキャンパス間での人的資
源の偏在という、最優先で解消すべき課題が未解決な
ままであり、遠隔地支援を活用すればそれが改善でき
る可能性があったからである。そしてそれは同じ大学
内の問題であり、支援の公平性という観点からすれば、
できうる限り同等の支援が得られる環境を用意しなけ
ればならない。すなわち荒牧キャンパスの人材が桐生
キャンパスの支援のために活用されるなりの必然的理
由が存在したといえる。
3．2．2． コスト問題の解消
例えば、支援を必要としているＡ大学に対し、Ｂ大
学が遠隔地から支援を行う場合、Ｂ大学での運用に際
して発生するコストに対し、どのようにＡ大学が負担
すべきか（あるいはその必要がないのか）といった、
意外に面倒な議論に巻き込まれることになる。しかし
ながら本事例の場合、同一機関内での運用のため、費
用負担に関する煩わしい議論を回避することができた
（厳密には、学部が異なるため、部局間での微調整は
多少必要ではあったが、障害学生支援に関しては全学
的な予算措置を講じているため、本質的な問題には至
らなかった）。
さらに両キャンパスにおいてPCテイカーを分割し
た形で運用したことで、桐生キャンパスの教室内に配
置されるPCテイカーが、聴覚障害学生用の表示モニ
タやウェブカメラ、音声送信用の機材の設置といった
教室内のセッティングを兼ねることができ、通常の「２
名体制」の予算の範囲内で運用することが可能であっ
たことも重要である。遠隔地支援により良質な支援が
できるかわりに予算が余計にかかる、ということでは、
なかなか実現に踏み切れない。だからこそ、通常の支
援体制とほとんど変わらない（少なくとも予算上は変
わらない）ということが、重要な意味を持っていたと
いえる。
こうした条件に加えて、朝１コマ目の授業であり、
機材設定の時間がとれる時間帯での運用であったこ
と、担当教員が工学的知識を有し、遠隔先での準備に
ついて協力的であったことも大きい。
3．3． キャンパス間連係入力はなぜ中断したのか
しかしながら、上記の実現要因を裏返せば、中断要
因が背中合わせに潜んでいたといえる。事実、翌年以
降は促進要因の欠如により継続されていない。それは
ある意味、必然的帰結でもあった。
中断の最も大きな理由は、桐生地区の支援体制が充
実してきたことで、「テイカーの偏在」という運用の必
然性が解消されたからである。ネットワークを介さず
に教室内で支援をすませることができれば、その方が
PCテイカーにとって余計な負荷がかからず、支援の
質も向上する。したがって、ことさら遠隔地支援を行
う必然性が存在しなくなった。
確かにコスト上の問題をクリアしたことは非常に大
きな意味がある。これこそが、全国的に見ても、遠隔
地支援を「したいと思ってもできない」阻害要因になっ
ていたと考えられるからである。とはいえ、通常（非
遠隔型）の情報保障に比べれば手間がかかり、PCテイ
カーにとっても良質な環境ではない以上、「あえてそれ
をやらなければならない（やったほうがいい）」なりの
メリットがそこに存在していなければ、わざわざ実施
する必要はない。
加えて、特定の時間帯だから実現できた、特定の理
解ある教員だから実現できた、という特殊な要因は、
普遍化につながらない。すなわち、「いつでもどこでも
利用可能」というシステムでなければ、手軽に継続的
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に利用するものにはなり得ない。このことも、当然と
いえば当然のことながらも、遠隔地支援の継続性を考
える際に非常に重要な観点であると思われる。
3．4． 教育実習における小型表示端末の使用
遠隔通信技術という観点からすればやや異なるが、
キャンパス間連係入力の実施とほぼ時を同じくして、
2008年11月、荒牧キャンパスでは、知的障害特別支援
学校における聴覚障害学生の教育実習場面において、
小型表示端末（SONY社製、プレイステーションポー
タブル：以下、PSP）を使用した。
これは、IPtalkによって作成された字幕をWeb上
に表示させるためのサーバー（ITBC：森直之氏が開
発したソフト、http://www2.wbs.ne.jp/̃ condle/）に
配信し、無線LANで構築されたネットワークを通じ
て、PSPからそのWeb情報を読み込む形で字幕を表
示させるものである（図２）。ウェブ上の画面に字幕が
表示され、その情報を連続的に更新させることで、見
かけ上は字幕が流れているように見え、IPtalkによる
情報保障がPSP上に実現されることになる。
本学では、通常のPCテイクにおいても、座席や教室
の広さの制約等で聴覚障害学生とPCテイカーが離れ
て情報保障を実施する場合には、聴覚障害学生用の表
示用パソコンとの接続に際し、しばしば無線LANを
用いてきた。PSPを用いた場合、そこにもう１台、
IPBC用のPCを１台用意する手間はあるものの、大
きな負担というほどではなく、十分に通常の運用にお
いて実現可能なシステム構成であった。
これは後に実施する iPhoneによる情報保障と比
べ、無線LANによるため、PCテイカーと聴覚障害学
生が同じ教室内にいなければならないという制約が
あったことは否めない。とはいえ、表示機器がパソコ
ンではなく、片手で携帯しながら閲覧することが可能
であったことで、大きな利便性をもたらした。すなわ
ち、授業観察場面等において、聴覚障害学生が自由に
動き回れるということである。当該利用学生からも非
常に高い評価が得られ、「一度使ったら手放せない」と
言わしめるほどであった。
これまで、授業観察などのように、聴覚障害学生が
立ったまま授業に臨み、適宜歩いたりすることが求め
られる授業場面においては、PCテイクが困難である
ため、やむを得ず手書きによるノートテイクによる情
報保障を選択せざるを得ない現状があった。それに対
し、PSPのようなWi-Fi通信が可能な小型表示端末
が利用可能になったことで、質・量について妥協する
ことなく情報保障が受けられるようになったことは、
群馬大学の情報保障において大きな前進であった。
図２ 群馬大学におけるPSPを使用した情報保障の概念図
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４．iPhoneの導入へ
4．1． なぜ“iPhone”なのか？
2009年度からは、2008年度の取り組みを踏まえ、小
型携帯端末としてiPhone3G（あるいはiPhone3Gs）
による遠隔字幕配信を行うこととなった。このシステ
ムは、これまで遠隔地支援において課題となってきた
ことの多くの部分を解決するものであった。
iPhoneを利用する最大の理由は、ウェブブラウザに
よる字幕呈示と音声通話とが同時に利用可能であると
いうことである。このことにより、聴覚障害学生のい
る教室内にはiPhone１台とBluetoothマイク１個の
みでシステムを構築することができ、遠隔地先で機材
の設置が不要となる。同時に、それぞれが十分に小型
で軽量であるために携帯可能であり、教室外でも移動
しながらでも使用が可能である。その他にも、iPhone
は省電力モードに切り替わらない連続表示設定で可能
であること、小型で軽量でありながら画面表示領域が
比較的多いこと、インターネット（３Ｇ）とWi-Fiの
使い分けが可能であるというメリットがある。
こうしたメリットがあることで実現し得たことは、
移動を伴いかつ無線LANで届く距離にPCテイカー
が配置できない場での情報保障である。具体的には、
非常に小さな教室で行われる教育実習の観察場面や、
自由に実習生が各部屋を移動して行われる観察場面で
の情報保障である。
4．2． システム構成
本システムを構築するのにあたり、一定期間にわた
りパソコン等の使用機器を接続しておいたままにでき
る部屋を１つ確保した。字幕は常にその部屋で作成し、
PCテイカーを２名配置した字幕作成室から遠隔字幕
配信を行った。聴覚障害学生は、音声通信と字幕表示
を兼ねるiPhone１台と、教員用のBluetoothマイク
のみを持って教室に入ることになる（図３）。
4．3． 実際の運用状況
群馬大学では、実際にiPhoneを使用した場面とし
て、ゼミ合宿、体育館での「身体表現」、教育実習など
があった。これまでであれば、連係入力による情報保
障が困難であると判断し、やむを得ず手書きノートテ
イクによる情報保障を選択せざるを得なかったような
移動を伴う環境においても、質を損ねることなく情報
保障を実現することが可能となった。
人的コストの発生状況に注目すると、iPhoneによる
情報保障の場合、群馬大学における標準的な情報保障
の形態である、非遠隔型PCテイクとほとんど変わら
ない範囲で実施可能であるといえる（表１）。すなわち、
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図３ 群馬大学におけるiPhoneを使用した情報保障の概念図
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教室内でのセッティングがほとんど不要であり、単に
Bluetoothマイクを学生が授業者に渡し、首から下げ
てもらうようにお願いするだけであるため、PCテイ
カー２名が遠隔地での字幕配信の準備のみを行えばよ
い。字幕作成室側のセッティングについては、接続等
の作業を全く行っていない状態から始めた場合には、
30分程度の時間は必要になるが、特定の部屋に設置し、
接続作業は事前に済ませておき、情報保障を実施する
際にはパソコンを立ち上げて通信確認をすればよいだ
けにしておくことで、休み時間である10分間でのセッ
ティングが可能となった。??
4．4． 関係者の感想
聴覚障害学生と学生テイカーが感じている長所と課
題についてであるが、聴覚障害学生からは、長所とし
て（手書きに比べて）「より早く情報が得られる」「情
報量が格段に多い」ことがあげられている。しかしそ
の一方で、「タイムラグをなくすことができない」とい
う指摘があった。
しかるに、タイムラグが発生すること自体は、手話
通訳であろうがPCテイクであろうが、やりとりにお
いて何らかの情報保障手段を介在させる以上、それが
なくせないことは自明である。このことは、小型化し
て携帯可能になり、好きな場所に移動して情報保障が
受けられるがゆえに顕在化したニーズといえるかもし
れない。一方的な情報の受け手になりがちなPCテイ
クによる情報保障においては、自分から能動的に授業
に関わるという作業は困難である。加えてタイムラグ
があり情報について行けないことも、能動的参加の大
きな阻害要因であった。それが、iPhoneを使用し、自
分が見たいところに移動して授業に参加することがで
きるようになったこと、さらに周囲から見ても自由に
動き回れるように見えることから、授業への能動的な
参加が求められるようになり、それゆえに、結果的に
「（iPhoneを使ってもなお）タイムラグがゼロにでき
ない」という指摘が聴覚障害学生からあがることにつ
ながったのではないかとも考えられる。
また、教員の首にかけるBluetoothマイクは、本来、
自動車内等でハンズフリー通話をするために市販され
ている製品であり、無指向性であるため、教員の発話
だけでなく、周囲の子どもの声もある程度は拾うこと
ができる。そのため、聴覚障害学生からは「先生と子
どものやりとりが字幕で見られる」点が長所としてあ
がっていた。しかしこのことは、映像による視覚情報
がないまま複数の話者のやりとりの音声情報のみを手
がかりに入力作業を行うPCテイカーにとっては必ず
しも歓迎されているとは言えず、「入力内容に自信が持
てない時がある」、「想像力が必要になる」、「子どもの
声が特にわかりづらい」といった問題点の指摘がなさ
れた。
このように、遠隔地から通常のPCテイクと同等の
情報保障を実現させた点や、携帯して移動可能である
点は喜ばしいこととして受け止められていながらも、
音声情報のみを手がかりに遠隔地から入力作業を行わ
なければならないことに起因する問題点が浮かび上
がった。
５．遠隔通信技術を活用した情報保障に必要な
条件整備
遠隔通信技術を活用した情報保障において必要な条
件は、ローコスト化、時間の短縮化、システムの安定
性、テイク環境の快適性の４点に整理することができ
る。
１点目のローコスト化であるが、少なくとも、通常
の情報保障手段とほぼ変わらない程度のコストで実現
表１ 支援手段別にみた人的コストの発生状況
情報保障タイプ 技術養成 メンテナンス セッティング 入力作業
支援室職員が実施
手書きテイク
非
遠
隔
型 連係PCテイク
（群馬大学における標準）
遠
隔
型
連係PCテイク
テイカー非分散型
テイカー分散型
iPhoneでの字幕表示による連係テ
イク
支
援
室
職
員
が
実
施
ほとんど不要（消耗品
の補充程度）
教室内のテイカーが準備
利用学生が準備（マイクを教員
に渡し iPhoneを操作）
２名（20分交代）
２名（連続入力）
単独PCテイク
ほとんど不要（ソフト
やOSのアップデート
程度）
ネットワークの確保、
事前の動作確認、マ
ニュアルの作成
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ができなければ、通常の障害学生支援の予算の範囲内
で実施することはできない。そのためには、PCテイ
カーが機材のセッティングを担当するなど、一人の支
援者が複数の役割を担当することが求められるかもし
れない。このことに伴い、専門的知識がなくても動か
せるシステムであることも重要である。
２点目の時間の短縮化であるが、恒常的に実現可能
なシステムであるためには、10分の休み時間内でセッ
ティングができなければならない。たまたま朝の１コ
マ目だから実施できるとか、間に昼休みを挟むから実
施できるといった、特定の条件を必要とするようでは、
たまたま実現できたとしても、単発の試みで終わって
しまう。群馬大学では、原則的には手書きノートテイ
クによる支援は行っておらず、２名の連係入力による
PCテイクによる情報保障を実施している。このこと
を実現するためには、セッティングが10分以内に終わ
ることが必要条件であった。これと同等の条件が遠隔
通信技術を用いた支援においても求められる。そのた
めには、システムを簡素化していくことが必要となる。
iPhoneを用いたシステムは、映像情報の送信に目をつ
ぶり、音声情報の送信のみに限ったことで、準備時間
の大幅な短縮を実現させている。また、迷わずにセッ
ティングができ、トラブルシューティングもできるよ
う、現場の事情にあわせたわかりやすいマニュアルの
作成も求められる。
しかし上記の条件は、３点目のシステムの安定性や
４点目のテイク環境の快適性という条件と矛盾するこ
とになる。常にシステムが安定して運用できるように
することを最優先に考えた場合、複数の通信手段・支
援手段（バックアップ）の確保が必要になる。あるい
は機材担当者とPCテイクの分業など、複数の支援者
による役割分担も必要となろう。実際、単発のイベン
トでの運用の際には、しばしばこのような方法がとら
れている。また、よりテイクがしやすい環境を整える
ためには、テイカーのための情報として映像情報も確
保していくことが必要となる。１名増員した３名体制
によるテイクの方がテイカーの負担が減り、字幕の質
も向上する可能性もある。しかしながら、それは設備
や人材をより多く必要とすることにもなり、上述した
２点との矛盾を引き起こすことになってしまう。
遠隔通信技術を活用した情報保障を実運用化させる
ためには、二律背反を引き起こしているこれら４つの
課題の両立をいかにして図り、バランスをとっていく
かにかかっているといえる。
なお、本研究における iPhoneの運用は、筑波技術大
学、ソフトバンクモバイル株式会社、NPO法人長野サ
マライズ・センター、群馬大学、東京大学の共同研究
として実施されている「モバイル型遠隔情報システム
研究プロジェクト」の一環として行われているもので
ある。また、本研究の実施にあたっては、日本学術振
興科学研究費補助金（若手（Ｂ）21730714）の補助を
受けた。
注
１）本研究はソフトバンクモバイル株式会社を含めた共同研究
であり、iPhoneについては無償貸し出しを受けている。しか
しながら物的コストとして携帯電話を使用する場合には、実
際には通信料が発生する点を考慮する必要がある。
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